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新たな時代たる中世を形づくった巨大な力とは？唐帝国の衰滅を機に、10世紀から始
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まる中世社会・王権の形成過程を、政治・宗教文化・社会経済にわたって動態的に描
き出し、中世という時代の本質を捉えた画期的労作。
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